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メ トロポ リタ ン史 学 会 会則

条
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二

三

第

第

第

第四条

第五条

第六条

名称 本会はメ トロポリタン史学会と称する。

目的 本会は歴史学 ・考古学に関する研究 とその公開を目的とする。

事業 本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

大会

シンポジウム ・研究会 ・講演会 ・見学会等

会誌 『メトロポリタン史学』等の発行

四 その他本会の目的を達成するために意義のある事業

会員 本会は次のうち、本会の会則を認め、会費を納入 した者により

構成される。

一 首都大学東京都市教養学部人文社会系国際文化コース歴史 ・考

古学分野の教員 ・元教員と在学生 ・卒業生、および同大学院人

文科学研究科史学専攻、同大学院人文科学研究科文化基礎論専

攻歴史 ・考古学分野の在学者と在学した者

二 東京都立大学人文学部史学科の教員 ・元教員と在学生 ・卒業生、

および同大学院人文科学研究科史学専攻の在学者と在学した者

上記以外の者.

役員 本会の事業を遂行するために次の役員を置 く。役員はすべて総

会において選出され、任期は二年とする。ただし、再任をさまた

げない。

一 会長1名 本会を代表 し会務を総括する。

二 副会長数名 会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を

代行する。

委員20名 程度 会務を執行する。

四 監事2名 会計および会務全般を監査する。

運営 本会に次の運営組織を置く。

総会 総会は毎年一回、会長が召集する。ただし、会長が必要

あると認める時、あるいは会員の三分の一以上の要求がある時

は、臨時総会を開催するものとする。総会における議決は出席



第七条 経費

第八条 事務局

第九条 会則改定

第十条

会員の過半数をもって行う。

委員会 委員会は会長 ・副会長 ・委員によって構成される。委

員会は会長が召集し、本会の運営にかんする事項について審議

決定する。

本会の運営は会費 ・寄付金その他をもって行 う。会費は総会に

おいて定める。本会の会計年度は4月1日 から3月31日 とする。

本会の事務局は首都大学東京に置く。

会則は総会において、出席者の三分の二以上の賛成がある

場合に変更することができる。

本会の会則は、2005年4月23日 から施行する。



『メ トロポ リタ ン史 学 』(TheMetropolitanShigaku)

投 稿 規 定

本会では、会員の皆様の積極的なご寄稿をお待ちしています。広 く、歴史研究 ・

教育の諸領域にかかわる内容のものを求めます。

(1)本 誌は、年一回12月 に発行するものとし、原稿の締切は、毎年8月 末日と

する。

(2)投 稿資格は、原則 として会員に限る。ただし、編集委員会からの依頼原

稿に関してはこの限りではない。

(3)投 稿言語は、日本語または英語 とする。

(4)投 稿原稿は、歴史学 ・考古学、歴史教育の分野に関する以下の種 目のも

のとする。

①論文(図 表を含み、24,000字 以内;英 文の場合は、8,000語 以内)

②研究ノート・史料紹介(同12,000字 以内;英 文の場合は4,000語 以内)

③学界動向(&000字 以内;英 文の場合は2,700語以内)

④時評 ・提言(4,000字 以内)

(5)論 文、研究ノー一・ト(縦書き、横書 きいずれも可)に は、欧文で要旨(300語

以内)を 添付する(原 文が英文の場合は日本語要旨800字 以内)。また目

次用の英文タイトルを付記する。

(6)原 稿は、編集委員会が採否を決定する。その際、論文、研究ノー トについ

ては、編集委員会および編集委員会が委嘱 した査読者の審査を経る。

(7)著 者校正は、初校のみとし、校正時における文章の大幅な変更は認めな
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(10)

(11)

注 は、末尾 に ま とめ る。

原稿 は原 則 と して 、 印 字 され た 原稿 と共 に、 フ ロ ッ ピー デ ィス クで 提 出

す る。
　

原稿(表 、図を含む)は、コピー3部 及び送 り状(1部)を 添えて提出する。

掲載の論文、研究ノート・史料紹介、学界動向については、別刷 り50部 を

進呈する。



(12)原 稿 の送 り先 、照 会 につ い て は、

〒192-0397八 王 子市 南 大 沢1-1首 都 大 学 東 京 都 市教 養 学 部

人 文 ・社 会 系 国 際 文化 コース 歴 史 ・考 古 学 分 野 河 原 研 究 室 気付

『メ トロ ポ リ タ ン史 学 』編 集 委 員 会

Tel:042-677-2119(河 原 研 究 室)Fax:042-677-2112

E-mail:kawahara@comp皿etr()-u.ac.jp(河 原温 研 究 室 内)

SNC47077@nifty.com(河 原 温)

*送 り状 は 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ(http://www.geocities.jp/metropolitanshigaku/)

か ら ダ ウ ン ロ ー ド し て くだ さ い 。
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